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いじめ見逃しゼロスクール集会に向けて

校 長 長谷川 敦

朝晩の肌寒さを感じる時期となり、いよいよ冬の季節の到来となります。さて、10月 24日（土）
にはたくさんの保護者、地域の皆様から京ヶ瀬中学校の合唱コンクールにお越しいただき誠にあ

りがとうございました。おかげさまで、各学級が最高のハーモニーを求めて最優秀を目指し、学

年合唱は各学年の特色をいかした歌声を、そして全校合唱はこれまでと隊形を変え、聞き手に配

慮した合唱をお送りすることができました。最優秀の３年２組はその後の市小中学校合唱祭に出

演し、市民にすばらしい歌声を届けることができました。

さて、11 月 30 日には当校体育館でいじめ見逃しゼロスクール集会を実施いたします。今年度
は「ひとみ輝くとき」という人権啓発資料から新に独自の道徳資料を作成しました。（登場人物

の相関図は３ページに記載）

生徒は、「いじめを解決するために、誰が行動を起こしたら解決につながると思うか」を根拠

を述べながら考え、同じ考えのグループ毎に根拠を練り上げ、他の考えのグループへは、その反

論を考えるなど、グループで議論し、考える道徳の時間を３時間設定いたしました。

今後、グループごとの主張や考えをさらに深め、本番当日に臨みます。また、現在この資料に

基づいた劇の練習を生徒会が中心となった有志により進めています。当日は京ヶ瀬小学校の６年

生も事前に学習して集会に参加してくれます。当日の劇団京中の個性あふれる演技と小学生・中

学生のそれぞれの主張をどうぞ楽しみにしておいでいただきたいと思います。

合唱コンクールを終えて

教諭 畑 弥央子

合唱コンクール前の２週間、放課後は校内が生徒たちの歌声でいっ

ぱいになります。私はこの時が大好きです。ひとつの合唱を創り上げ

るために、１人１人が音楽に心をかたむけて日に日に成長していく姿

は、本番以上に輝いていました。「昼休みに練習してもいいですか。」「先

生、私はこの部分はもっとテンポを遅くするといいと思います。」素直

な生徒の頑張りを身近に感じていられることは、幸せだと思いました。

合唱は「ひとつの大きな生きもの」だと思います。触れる人の心を

ゆさぶる強い力をもっていると同時に、とても繊細です。かかわる人の体調やその時の気分、言葉や

行動一つでガラリと変わります。合唱は難しい…だからこそ、取り組む意味があると思うのです。

中には、歌うことが苦しいと感じていた人もいたかもしれません。それはとても大事なことです。

皆が大きな声で楽しく歌う、音楽的レベルの高いものを披露することだけが合唱のすべてではないと

思います。

合唱を通して生徒が「自分や仲間の思いを見つめ直すことができる」、それが自分が一番大事にした

いことだったと、この原稿を書きながら改めて考えています。コンクールは終わりましたが、朝会で

の校歌や３月に控える卒業式と、合唱の機会は多々あります。音楽担当として自分ができることを、

一生懸命やっていきたいです。

～ http://kyogase-jhs.agano.ed.jp/ ～
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10 月 24 日の合唱コンクールで、実行委員長を務めてくれた○○ ○○さんと各クラスの指揮者（兼

責任者）に終了後の感想を述べてもらいました。

「合唱コンクールで私が学んだこと」

合唱コンクール実行委員長 ３年１組 ○○ ○○

私は、合唱コンクール実行委員長をやって、合唱コンクールに向けての計画づくりの大変さや、

みんなをまとめることの大切さを学びました。実行委員長という仕事はとてもやりがいがあり、や

ってよかったなと思いました。本番ではではとてもスムーズに進んで大成功だったと思いました。

私が困っているときなどに助けてくれた実行委員の皆さんにはとても感謝しています。実行委員長

になれたことは３年間の大切な思い出です。

１年学年合唱 ２年学年合唱 ３年学年合唱

「合唱コンクールで学んだこと」 「合唱コンクールで学んだこと」

１年１組 ○○ ○○ １年２組 ○○○ ○○

みんなで何か一つのことをつくりあげていく 全員で合わせて合唱するまで、たくさんの練習をしてきまし

のは大変でしたが、心を一つにして、完成させ た。最初はうまくいかず、直すところがたくさんありました。

ることの達成感、充実感は計り知れないものだ でも、全員で協力し、とても楽しく歌い上げることができまし

と改めて学びました。今回、学んだことや感じ た。指揮をしていてとても楽しかったし、協力の大切さなど初

たことをこれからの学級や学校の生活に生かし、 めての合唱コンクールで学ぶことはたくさんありました。来年

より良くなるように貢献していきたいです。 も、目標を高く持ち、全員でやりとげたいと思います。とても

有意義な合唱コンクールにできました。

「合唱コンクールを終えて」 「みんな、ありがとう。」

２年１組 ○○ ○○ ２年２組 ○○ ○○

私は去年も指揮者をしました。しかし、指揮 私は立候補で責任者になりました。最初は、

者とはいっても去年とは全く違っていました。 まとめることができるか不安でしたが、みんな

去年は、指揮者、責任者、実行委員と３つの係 の協力もあり、毎日の練習が充実していました。

がありましたが、今年は、指揮者と責任者が一 結果は銀賞で、みんなが満足できるものではな

緒になっていて、大変でした。でも、みんなが かったけど、私についてきてくれたみんなにと

ちゃんと話を聞いてくれて、本番はすごくよい ても感謝しています。

合唱になってよかったです。

「合唱コンクールを終えて」 「最後の合唱コンクールを終えて」

３年１組 ○○ ○○ ３年２組 ○○ ○○

クラスの指揮者になりましたが、例年とは違い 私たち３年生の最後の合唱コンクールが終わ

指揮者が責任者も兼ねることになったので、最 りました。練習のときは難しい曲でもあり、不

初は、あまりやる気は起きませんでした。でも、 安なところもありましたが、練習を重ねるごと

僕は歌が下手なので指揮でがんばることにしま に良くなっていくのを感じることができました。

した。それなのに風邪を引き、学校を休むこと 本番では、最高の合唱を発表することができた

になりましたが最後までできたのでよかったで と思います。

す。
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学習指導部より

１０月、１１月のＷｅｂ配信問題の結果は、どの学年も県平均を上回る教科がほとんどでした。

１０月よりも１１月の方が全体的に正答率が下がっています。分野によって定着に差があるようです。

これからますます内容が難しくなっていくので、基礎学力を確実に身につけていく必要があります。

【１０月結果】 【１１月結果】

「いじめ撲滅道徳資料の登場人物相関図」

と「いじめ見逃しゼロスクール集会に向けての学習活動の経過」

「瞳、輝くとき」登場人物相関図

学習活動の経過

10月 27日 いじめ見逃しゼロ実行委員会

11月 ４日 全校道徳①： 学級で資料を読み、一人一人が、最初に誰が行動すべきかを

考え、その根拠をワークシートに書く。

11月 ９日 全校道徳②： 同じ主張のグループに分かれて主張の根拠をまとめる。さらに、

他のグループの予想される根拠と反論を考える。

11月 17日 全校道徳③： 京中のいじめアンケートの実態調査の報告と名古屋の中学生

自殺事件に関連した指導及び他のグループからの主張や根拠のま

とめをする。

その後： まとめたものを学級掲示、学年廊下に掲示する。また、各グループのリーダと

教師で煮詰める。

  国語 数学 英語 
 平均正答 平均正答 平均正答 

１

年 
県内全体 7.1 6.2 7.2 
京ヶ瀬中学校 7.8 7.6 8.2 

２

年 
県内全体 8.0 6.5 6.4 
京ヶ瀬中学校 8.8 7.4 7.5 

３

年 
県内全体 6.6 6.1 8.1 
京ヶ瀬中学校 7.5 5.8 8.4 

  国語 数学 英語 
 平均正答 平均正答 平均正答 

１

年 
県内全体 6.9 6.2 7.2 
京ヶ瀬中学校 7.0 6.8 7.5 

２

年 
県内全体 6.7 6.3 7.0 
京ヶ瀬中学校 7.4 7.1 7.2 

３

年 
県内全体 8.3 6.1 7.0 
京ヶ瀬中学校 8.5 5.8 7.3 

 

美里

江藤 江藤の幼馴染

偽メールの誤解

うそのメール 気になる・心配

敬子 達也 明菜 暴力

明菜・、達也 明菜の言い 良平のスマホ 金銭要求

と一緒にいる なり をいたずら

メール攻撃 良平 心配 幸治

いじめの被害者 けんか 良平の親友
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いじめ見逃しゼロ全校道徳の資料「瞳、輝くとき」

各グループの主張とその根拠

グループ 誰が最初に行動すべきか グループ 誰が最初に行動すべきか

① 明菜が、最初に行動したら解決する ⑤ 美里が、最初に行動したら解決する

② 達也が、 〃 ⑥ 幸治が、 〃

③ 敬子が、 〃 ⑦ クラスメイトが、 〃

④ 江藤が、 〃 ⑧ その他

※ ①グループは、人数が多いため１Ａ、１Ｂ、１Ｃに分けられています。

※ 下の表の「主」は主張を、「根」は、根拠を表します。

①主 この問題を解決するためには明菜が江藤・良平に本当の話をするべきである。

―根 ①主に攻撃した明菜と江藤が反省するところから始まる。そこにたどり着くためにも明菜が

A 江藤と良平に本当の話をするべきである

②明菜は顔が青ざめるほどのことをしてしまった。とあるように明菜自身が自分の過ちを一

番よくわかっているし、すべての事実を知っているから

③明菜の発言はグループの中で通ることが多いのだから明菜が一番最初に行動すれば事態は

解決に向かっていくと思うから。

①主 この問題を解決するためには明菜さんが

－ ①最初に江藤へ行動する。②最初に達也や敬子に「達也に謝ろう」と行動を起こす。③最初

B に良平へ行動する。

根 ①まず、良平の不安を払しょくするために、江藤の暴力を止めることが大切だと思う。また、

良平の携帯を使って、江藤をだましたのは明菜であるから、江藤に本当のことを言って暴力

を止める

②明菜は発言力があるので、達也と敬子はついてくる。

③明菜が良平のスマホをいじったことで、いじめがはじまっているから

①主 この問題を解決するためには明菜さんが最初に行動すべきである。

－根 ①明菜がこの問題のすべての始まりなので、明菜の行動が効果がある。

C ②明菜の嘘（良平のスマホで江藤に嘘のラインをした）が原因で江藤を怒らせ、結果的に良

平を追い込んでしまったから。

③明菜の嘘が原因で「死」につながるようなラインが良平に送られたから

②主 ①この問題を解決するためにはまず達也さんが良平に謝って話して明菜を説得する行動から

行うのが一番良い。

②この問題を解決するためにはまず達也さんが良平さんと江藤さんに謝ろうといって謝る。

③この問題を解決するためにはまず達也さんが明菜を説得して一緒に良平と江藤に謝る。

根 ①男同士だから話がしやすいと思うし、明菜や敬子にも説得できる立場だから。

②達也がグループラインを始めたのが原因だから。

③達也に説得されれば、明菜も謝ると思うから。

④明菜の気持ちも良平の気持ちも知っているから明菜と一緒に謝りに行く。

③主 この問題を解決するためには、敬子が良平と江藤に本当のことを言って、自分も関わってい

たことを謝り、良平と江藤の誤解を解くことである。

根 ①敬子は、いじめの全容、江藤が嘘のメールを送られて怒っていることも知っている人物で

あり、自分自身も関わっているとはいえ、良平に対しても明菜や達也たちのようなひどいこ

とは言っていないし、達也に対しても直接メールを送ったのは敬子でないので比較的謝りや

すいから。

②良平が一番苦しんでいて、江藤の攻撃から解放してあげることが最優先で真実を教えてあ

げる必要がある。攻撃の原因が何なのか真実を教えてあげ、安心させてあげる必要がある。

全容を知っていてかわいそうという気持ちがあり、そこまでひどいメールはしていない敬子

が良平に謝ることが一番取りかかりやすいと考える。また、同時に江藤についても誤解を解

いてあげることが必要なので、嘘のメールを送ってはいない敬子なら謝りやすいと考えられ

るから。
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④主 この問題を解決するためには、江藤さんが①達也に良平について聞く②良平にメールの真意
を訪ねる③達也か敬子に良平のことを聞く。④明菜に１０００円返したうえで、いじめっぽ
かったと指摘する⑤美里に「良平からこんなメールが来た」と話す

根 ①江藤は、ただの暴力的な、皆から恐れられている男ではない。
②一目置かれ、影響力がある男である。美里もそれがわかっているから心配し、明菜もお金
を貸したはず。怖いだけの付き合いなら催促などできない。そう考えれば、江藤にはプラ
スの影響力もあり、しかもそれは大きいはずだ。影響力のある江藤が動くことで、良平を
とりまく環境は変わるはずだ。

⑤主 この問題を解決するために、美里さんが、江藤に対して行動するのが良いと考えます。
根 ①美里だけが江藤とまともな会話ができるから。
②良平・江藤のことも心配し、気にかけていることがわかるから。
③どの登場人物に対しても中立的な立場だから。

⑥主 この問題を解決するために、幸治さんが、良平の気持ちを聞いてやり力になってやる。
根 ①当事者（明菜や達也たち）で解決するのは難しい。次のいじめにつながる可能性があるか
ら、第三者（幸治）の力が必要だ。
②自殺まで考えた良平の不安を取り除くことが第一である。そのためにいじめに関わった人
でなく、一番信頼している親友の幸治が適任である。
③クラスの人では明菜や江藤などのことを気にして行動できないのではないか。だからこそ
親友だった幸治の助けが必要だ。

⑦主 この問題を解決するために、クラスメイトが良平に対して行動を最初におこす。
根 ①いじめをしている人たちにいじめについてわからせ、立ち向かえるのはいじめにかかわり
のないクラスメイトしかいない。
②クラスメイトは良平のことをいじめていなくて、良平にとって楽に話すことができる。
③クラス全員で行動すれば、味方がたくさんいて、いじめの攻撃対象にならないから。

⑧主 この問題を解決するためには、良平さんが自分からいじめられていることを明らかにするこ
とが一番良い解決方法だと思います。

根 ①幸治は良平を心配していたから良平が幸治に電話をして１万円を借りようとした本当の理
由を話せば江藤はわかってくれるはず
②美里はよい人で江藤の事もよく知っている。美里に事情を話して江藤を仲間にする
③江藤は一度明菜らにやめた方が良いと声をかけた。本当のことを話したら江藤は真実に気
づき、味方になってくれるはず

私にとっての駅伝とは

教諭 渡邉 正則

「駅伝という１つのスポーツを通じて、我慢することやチームワークを学び、心を育てて欲しい」・・・

私が駅伝指導を行うときはいつもこのことが頭に入っています。陸上競技というスポーツはリレーを除け

ば個人競技の種目ばかりです。しかし駅伝はチームスポーツ。中学校駅伝は男子６人、女子５人が選手と

して走る競技です。

レース前のアップでは「絶好調だ」と思っていても、いざ走り出してみると足が動かないときもありま

す。マラソンであれば、棄権をすればいいし、あきらめることもできます。

しかし、駅伝は１人が棄権してしまえばチームの記録は残りません。箱根駅伝で何度か棄権する場面を

見たことがあります。走れなくなった選手の無念さは、言葉で言い表せないものがあります。棄権を決断

するチームの監督、それを受け入れるチームメイト。実に、過酷なスポーツです。

しかしながら、駅伝にしかない魅力もあります。与えられた距離を走りきったとき、そこに襷を渡す仲

間が立っています。「疲れた」「もう走りたくない」「早く楽になりたい」という気持ちが、仲間を見た途端、

元気に変わります。学年が違っても、同じ競技で戦う仲間なのです。仲間の大切さを、肌を通して実感で

きるのが駅伝だと思っています。

今年、残念ながら上位大会へは出場することができませんでしたが、「本気になって物事に取り組むすば

らしさ」を選手たちは肌で感じることができたのではないかと思います。やり切ったと言う気持ちでいる

ことでしょう。ぜひこの経験を大事にして欲しいと思います。

（H27.10.09 阿賀野市立京ヶ瀬中学校陸上競技部だより「日本一への『夢』物語」より抜粋）
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Go to the next November ○うれしかったこと

学校に貢献しようとする人たちがたくさんいます

生徒指導主事 齋藤 佑 ・ 朝早く登校して自教室の清掃や廊下の清掃をしてく

れている人がいます。

いじめ見逃しゼロスクールの取組 ・ 生徒会本部は毎朝早くからコスモスの種の収集や学

京ヶ瀬中学校では 11 月を「いじめ見逃しゼロ 校周辺ゴミ拾い、その他の活動に熱心に取り組んでい

強調月間」として、生徒会本部を中心に各委員会 ます。

で様々な取組をしています。

全校生徒が心を一つにし、協力し、それぞれの

活動を成功させようとする様子が見られます。そ

れが、いじめを絶対に見逃してはならないという ・ 阿賀野市図書館の方から利用マナーが良いとお褒め

気持ちに確実に結びついています。 の言葉をいただきました。

「いじめ見逃しゼロ全校集会」に向けた全校道 △残念だったこと

徳の授業では、各グループのリーダーと先生方が、 ・ ささいな言葉・行動から、トラブルに発展しました。

授業の進め方などを何度も検討していました。 (指導済み)

このような取組から生徒と先生方のよい人間関

係が生まれ、何か悩みがあったときも、いつでも 12月７日（月）から

相談できるようになれたかと思います。 スクールバスでの登下校が始まります

「いじめ見逃しゼロ強調月間」以外でも生徒と 先日、バスで登下校する生徒には許可証を配布しまし

のコミュニケーシ た。学校でもバスの乗車マナーについて指導をいたしま

ョンを積極的に取 す。ご家庭でもご指導をよろしくお願いします。

り合い、よりよい スクールバスの停車の関係で生徒の送迎の際の乗り降

信頼関係がつくれ りは村民体育館前で行ってください。バスは正門付近で

るよう職員一同、 停車いたします。生徒の送迎で、京ヶ瀬支所の駐車場や

継続して取り組ん 校門付近に停車される保護者の方がいらっしゃいますが、

で参ります。 おやめください。一般の車の通行の妨げになりますし、

生徒の安全確保の面からも大変危険です。ご協力お願い

１１月の生徒の様子について します。

生徒たちは、「自分たちは様々な活動を通し、

学校に貢献できる」と考え、主体的に取り組む姿 学校周辺にゴミがたくさんあります

が多く見られるようになってきました。今後は２ 生徒たちが毎朝ゴミ拾ってくれています。しかし、残

年生が学校の中心となり、京ヶ瀬中学校をぐいぐ 念なことに、学校周辺にゴミがたくさんあります。

い引っ張る番です。３年生は、頑張ってここまで 生徒たちは、自分たちの故郷をきれいな街にしたいと

学校を引っ張ってくれました。その先輩達のよい いう思いから、地域に貢献できることをと考え行動して

ところを見習い、今の頑張りを続けてほしいです。 います。

教師は生徒との関わりを大切にしてさまざまな 京ヶ瀬がマナーのよい、美しい地域となってほしい。

活動に取り組みました。全校綱引き大会では各チ それが子どもたちの願いです。

ームに入り、生徒と一緒に汗を流しました。


